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関心のある人権問題（上位六つ）
（選択肢の中から四つまで選択）

関心のある人権問題（上位六つ）
（選択肢の中から四つまで選択）

身近で見聞きしたことのある人権問題
（複数回答）

身近で見聞きしたことのある人権問題
（複数回答）

障がい者の人権障がい者の人権

いじめいじめ

子どもの人権子どもの人権

インターネットインターネット

ハラスメントハラスメント

高齢者の人権高齢者の人権

インターネットでの
差別的な書き込み
インターネットでの
差別的な書き込み
配偶者や恋人など
からの暴力
配偶者や恋人など
からの暴力
地域・保育所・学校
等での児童への虐待
地域・保育所・学校
等での児童への虐待

高齢者への虐待高齢者への虐待

身体障がい者
への虐待
身体障がい者
への虐待
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104人104人
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245人245人

関
心
が
あ
る
人
権
問
題
と
は
？

　
私
た
ち
の
回
り
に
は
人
権
に
関
わ
る
あ

ら
ゆ
る
問
題
が
あ
り
、
調
査
か
ら
「
い
じ

め
・
障
が
い
者
に
関
す
る
人
権
問
題
」
へ

の
関
心
が
最
も
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
な
ど
で
も
多

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
学
校
で
の
い
じ
め
問
題
は
、
令
和
元
年

度
に
全
国
の
小
・
中
学
校
、
高
校
で
い
じ

め
を
認
知
し
た
学
校
は
全
体
の
82
％
と
、

過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
（
文
部
科
学
省

発
表
）。「
い
じ
め
防
止
対
策
法
」
が
施
行

さ
れ
た
平
成
13
年
度
に
比
べ
て
30
ポ
イ
ン

ト
も
増
加
し
て
お
り
、
自
殺
で
３
１
７
人

も
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
学
校
教

育
の
中
で
、
児
童
生
徒
の
人
権
意
識
を
高

め
る
人
権
教
育
が
よ
り
望
ま
れ
ま
す
。

　
次
に
関
心
が
高
い
「
子
ど
も
」「
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
」「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」「
高
齢

者
」
は
、
現
代
社
会
の
問
題
で
す
。
当
市

で
も
、
こ
れ
ら
の
事
例
を
見
聞
き
し
た
こ

と
が
あ
る
人
が
い
る
こ
と
が
、
調
査
か
ら

も
分
か
り
ま
す
。

虐
待
と
人
権
問
題

　
国
の
統
計
で
は
、
高
齢
者
や
児
童
（
※
）

へ
の
虐
待
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
虐
待
は

※以降の「児童」は18歳未満の者

　
当
市
で
は
、
平
成
16
年
11
月
１
日
に
「
西
条
市
人
権
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
制
定
し
ま
し
た
。
平
成
21
年
３
月
か
ら
西
条
市
人
権
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
に

あ
た
り
、
５
年
ご
と
に
市
民
意
識
調
査
（
以
下
、
調
査
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
市
民
の
人
権
が

真
に
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
、
西
条
市

人
権
問
題
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
か
ら
分
か
る
西
条
市
の
現
状

人
権
特
集
②

問合せ　市庁舎新館４階
　人権擁護課　℡0897－52－1360
※ 全調査結果は、市ホームページに
掲載しています。

令和元年度
人権問題に関する市民意識調査

対象　 令和元年12月１日現在、20歳以上の市民
      2,000人（無作為抽出）
期間　令和元年12月10日～27日
方法　郵送により発送、回収
回答数　763件（38.2％）
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被差別部落出身者に対する差別で
見聞きしたことのある内容（複数回答）
「被差別部落出身者に対する差別を見聞きしたことがある」

　と回答した117人が対象

被差別部落出身者に対する差別で
見聞きしたことのある内容（複数回答）
「被差別部落出身者に対する差別を見聞きしたことがある」

　と回答した117人が対象

被差別部落出身者に対する差別を
見聞きした際の対応（複数回答）

「被差別部落出身者に対する差別を見聞きしたことがある」
　と回答した117人が対象（うち20歳代は７人）

被差別部落出身者に対する差別を
見聞きした際の対応（複数回答）

「被差別部落出身者に対する差別を見聞きしたことがある」
　と回答した117人が対象（うち20歳代は７人）

５人５人その他その他

14人14人落書き落書き

29人29人インターネット
上の書き込み
インターネット
上の書き込み

言動言動 78人78人
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14.3％14.3％

3.4％3.4％

14.3％14.3％

8.5％8.5％

差別と気付いた
が、指摘(通報）
できなかった

差別と気付いた
が、指摘(通報）
できなかった

その時は、差別と
気付かなかった
ので見過ごした

その時は、差別と
気付かなかった
ので見過ごした

差別と気付き
ほかの人に指摘
(通報）を依頼した

差別と気付き
ほかの人に指摘
(通報）を依頼した

その他その他

差別と気付き
指摘(通報）した
差別と気付き
指摘(通報）した

全年代全年代 20歳代20歳代

０％０％

55.6％55.6％

0 20 40 60（％）

「
身
体
的
虐
待
」
だ
け
で
な
く
「
ネ
グ
レ

ク
ト
（
世
話
の
放
棄
）」、「
心
理
的
虐
待
」、

「
性
的
虐
待
」、「
経
済
的
虐
待
」
な
ど
も

含
ま
れ
ま
す
。
心
身
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、

「
人
と
し
て
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
行
為
」

は
、
全
て
虐
待
と
い
え
ま
す
。
高
齢
者
虐

待
も
児
童
虐
待
も
、
家
庭
や
施
設
で
行
わ

れ
ま
す
。
本
人
が
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
大
き
な
問
題
と
な
る
の
で
す
。

　「
弱
い
立
場
」
に
あ
る
障
が
い
者
や
高

齢
者
、
児
童
を
守
る
た
め
、「
障
害
者
虐

待
防
止
法
」、「
高
齢
者
虐
待
防
止
法
」、

「
児
童
虐
待
防
止
法
」
に
は
、
い
ず
れ
も

「
通
告
義
務
」
が
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
は
、「
誰
も
」
が
安
心
し
て
幸
せ
に

暮
ら
せ
ま
す
。

　イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
問
題

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
が
広
が
り
便
利
に
な
る

一
方
、
悪
用
し
た
行
為
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
も
事
実
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

書
き
込
み
を
す
る
と
、
本
人
の
意
志
に
関

係
な
く
、
拡
散
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
大

き
な
問
題
で
す
。

　
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
、
匿
名
の
ま
ま
不

特
定
多
数
に
向
け
て
特
定
個
人
の
誹ひ

ぼ
う謗

中

傷
を
書
き
込
む
よ
う
な
こ
と
が
、
深
刻
な

社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
や
り
と
り
が
、
学
校
で
の
「
い
じ
め
」

の
温
床
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
特
定
の
民
族
、
国
籍
の
人
々
や
部

落
差
別
な
ど
に
関
し
て
、
差
別
を
助
長
す

る
よ
う
な
書
き
込
み
が
さ
れ
る
こ
と
も
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
書
き
込
み

で
最
も
問
題
な
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
差

別
的
な
内
容
」
で
あ
る
こ
と
。
偏
見
的
な

こ
と
が
拡
散
さ
れ
、
不
特
定
多
数
の
人
た

ち
が
見
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
差
別
的
な
言
動
や
書
き
込
み

を
見
聞
き
し
た
際
の
対
応
と
し
て
、
傍
観

者
で
は
な
く
「
指
摘（
通
報
）で
き
る
人
」

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

　
全
年
代
で
は
半
数
以
上
が
「
指
摘
（
通

報
）
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
で
し

た
が
、
20
歳
代
だ
け
で
み
る
と
約
４
割
が

「
差
別
と
気
付
き
指
摘
（
通
報
）
し
た
」

と
回
答
。
今
後
、
傍
観
者
で
な
い
市
民
の

方
々
が
増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
、

期
待
で
き
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

「
人
権
」
を
学
び
、

「
人
権
意
識
」
を
高
め
る
場

　
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る

接
触
で
感
染
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
感
染
し
て
も
発
病
す
る

こ
と
は
ま
れ
で
、
発
病
し
て
も
、
適
切
な

治
療
で
確
実
に
治
療
で
き
ま
す
。

　
平
成
８
年
、「
癩ら

い

予
防
ニ
関
ス
ル
件
」

（
明
治
40
年
公
布
）
か
ら
90
年
近
く
続
い

た
国
の
隔
離
政
策
が
正
式
に
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
政
策
の
中
で
人
権
を
否
定
さ

れ
た
患
者
や
回
復
者
の
方
々
の
「
人
間
回

復
」
へ
の
道
の
り
は
、
筆
舌
に
尽
く
し
が

た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
90
年
間
は
、

高
い
「
人
権
意
識
」
の
価
値
観
の
な
い
社

会
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
な
ど
、「
学
ぶ
機
会

が
な
か
っ
た
」
と
い
う
人
が
全
世
代
で
は

約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
年
代
別
の

だ
と
20
歳
代
で
は
約
４
割
が
「
学
ぶ
機
会

が
あ
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
学
校
教
育
の
人
権
教
育
の
中
で
教
材

と
し
て
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
成
果

だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」（
性
的
少
数
者
の

総
称
）
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
人
も
い
る
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子どもの結婚相手が被差別部落出身と分かった場合
どのような態度をとると思うか（単数回答）

子どもの結婚相手が被差別部落出身と分かった場合
どのような態度をとると思うか（単数回答）

部落差別はどんなところに残って
いると思うか（上位四つ）（複数回答）

「部落問題が今も残っていると思う」と回答した412人が対象

部落差別はどんなところに残って
いると思うか（上位四つ）（複数回答）

「部落問題が今も残っていると思う」と回答した412人が対象

結婚のとき結婚のとき

身元調査身元調査

地域行事や近所
付き合いのとき
地域行事や近所
付き合いのとき

居住や移転のとき居住や移転のとき

309人309人

127人127人

82人82人

75人75人

全く問題にしない
41.3％(315人)
全く問題にしない
41.3％(315人)

親としては反対であるが、
本人の意思を尊重する
25.4％(194人)

親としては反対であるが、
本人の意思を尊重する
25.4％(194人)

反対し、結婚を認めない
2.5％(19人)
反対し、結婚を認めない
2.5％(19人)

未回答 4.7％(36人)未回答 4.7％(36人)

分からない
26.1％(199人)
分からない
26.1％(199人) 0 50 150 250 350（人）

啓発講座や授業で学ぶ機会があったか
（単数回答）

啓発講座や授業で学ぶ機会があったか
（単数回答）

ない
68.0％(519人)
ない
68.0％(519人)

ない
71.7％(547人)
ない
71.7％(547人)

ある
18.7％(143人)
ある
18.7％(143人)

ないが受けてみたい
8.3％(63人)
ないが受けてみたい
8.3％(63人)

興味がない 3.8％(29人)興味がない 3.8％(29人) 未回答 1.2％(９人)未回答 1.2％(９人)

ある
10.9％(83人)
ある
10.9％(83人)

ないが受けてみたい
8.9％(68人)
ないが受けてみたい
8.9％(68人)

興味がない 7.6％(58人)興味がない 7.6％(58人) 未回答 0.9％(７人)未回答 0.9％(７人)

ハンセン病ハンセン病

ＬＧＢＴＬＧＢＴ

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
学
ぶ
機
会
が

少
な
い
状
況
で
す
が
、
20
歳
代
で
は
約
８

割
が
こ
の
言
葉
を
「
知
っ
て
い
る
」
と
回

答
。
こ
れ
も
数
年
前
か
ら
、
学
校
で
学
ぶ

機
会
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
誰
も
が
「
幸
せ
」
を
感
じ
、
住
み
や
す

い
ま
ち
と
は
「
高
い
人
権
意
識
」
を
持
っ

た
人
た
ち
が
住
む
ま
ち
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
た
め
の
「
学
ぶ
場
と
機
会
」

を
保
障
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

部
落
差
別
解
消
推
進
法
と
部
落
問
題
　

　
平
成
28
年
、
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の

三
つ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
最
も

多
か
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
法
律
を
「
知

ら
な
い
」
と
い
う
回
答
。「
内
容
ま
で
知

っ
て
い
る
」
と
い
う
人
は
約
１
割
で
し
た
。

現
在
も
な
お
部
落
差
別
は
存
在
す
る

　
そ
の
三
つ
の
法
の
う
ち
の
一
つ
、
部
落

差
別
解
消
推
進
法
の
中
で
、「
現
在
も
な

お
部
落
差
別
は
存
在
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。

調
査
で
も
「
部
落
問
題
が
今
も
残
っ
て
い

る
」
と
回
答
し
た
人
は
約
５
割
。
結
婚
の

と
き
や
、
身
元
調
査
、
居
住
・
移
転
、
地

域
行
事
や
近
所
付
き
合
い
な
ど
の
際
に
残

っ
て
い
る
と
い
う
回
答
で
し
た
。「
利
害

関
係
」
が
対
立
す
る
際
に
、
差
別
の
行
為

が
現
れ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、
差
別
が
「
完
全
に
解
消
」

し
た
と
言
い
難
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、「
子
ど
も
の
結
婚
相
手
が
被

差
別
部
落
出
身
と
分
か
っ
た
場
合
ど
の
よ

う
な
態
度
を
と
る
と
思
う
か
」
と
い
う
設

問
に
対
し
、「
結
婚
を
認
め
な
い
」
は
約

３
％
。
人
権
意
識
の
高
ま
り
を
期
待
で
き

る
結
果
で
し
た
。
ま
た
、
年
代
別
で
は
、

30
歳
代
が
約
６
割
、
20
歳
代
で
は
７
割
に

近
い
人
が
「
全
く
問
題
に
し
な
い
」
と
回

答
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る
人
権
意
識
を

高
め
る
学
習
の
推
進
が
必
要
で
す
。

差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
施
策
、
教
育
と

啓
発
を
行
う

　
法
律
で
は
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る
た

め
に
国
と
地
方
公
共
団
体
に
「
施
策
」
と

「
教
育
及
び
啓
発
」
を
行
う
よ
う
に
求
め

て
い
ま
す
。

　
調
査
で
は
、
施
策
や
教
育
・
啓
発
の
方

法
は
、
行
政
的
な
取
り
組
み
、
学
校
教
育

・
社
会
教
育
を
通
し
て
の
教
育
・
啓
発
を

積
極
的
に
行
う
、
協
働
し
て
の
ま
ち
づ
く

り
、
な
ど
が
「
効
果
的
・
や
や
効
果
的
」

と
の
回
答
が
多
数
で
し
た
。
ま
た
「
差
別

さ
れ
て
い
る
人
の
話
を
き
ち
ん
と
聞
く
」

に
対
し
て
「
効
果
が
あ
る
」
と
の
回
答
が

多
か
っ
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
学
習
、

研
修
や
啓
発
の
中
に
、
こ
う
い
っ
た
「
差

別
の
現
実
」
に
触
れ
る
・
学
ぶ
内
容
を
取

り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
っ
と
し
て
お
け
ば
差
別
は
な
く
な
る
？

　
部
落
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、「
差
別

が
あ
る
こ
と
を
口
に
出
さ
な
い
で
そ
っ
と

し
て
お
け
ば
よ
い
（
自
然
に
差
別
は
な
く
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部落差別を解決するために
次の政策や対応は効果的だと思うか（複数回答）

部落差別を解決するために
次の政策や対応は効果的だと思うか（複数回答）

0 50 100(％)

差別を法律で禁止差別を法律で禁止

効果的　やや効果的　分からない・未回答　あまり効果的でない　効果的でない効果的　やや効果的　分からない・未回答　あまり効果的でない　効果的でない

戸籍制度を大幅に
見直す・廃止
戸籍制度を大幅に
見直す・廃止

民間の人権団体も
課題解決に取り組む
民間の人権団体も
課題解決に取り組む

行政的な取り組みを
進める
行政的な取り組みを
進める

教育・啓発活動を
積極的に行う
教育・啓発活動を
積極的に行う

差別に悩む人たちが
不当性などを訴える
差別に悩む人たちが
不当性などを訴える

被差別者の話を
きちんと聞く
被差別者の話を
きちんと聞く

協働して
まちづくりを進める
協働して
まちづくりを進める

そっとしておくそっとしておく

被差別部落出身者
が分散して住む
被差別部落出身者
が分散して住む

計62.0％計62.0％

計54.4％計54.4％

計39.9％計39.9％ 計34.6％計34.6％

計57.2％計57.2％

計42.5％計42.5％

な
る
）」
と
い
う
対
応
に
対
し
、「
効
果
的

・
や
や
効
果
的
」
と
い
う
回
答
が
や
や
多

く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
20
歳
代
は
約
５

割
が
「
非
効
果
的
（
そ
っ
と
し
て
お
か
な

い
ほ
う
が
よ
い
）」
と
い
う
考
え
で
し
た
。

　
さ
て
、
そ
っ
と
し
て
お
い
て
、
部
落
問

題
や
そ
の
他
の
人
権
問
題
に
出
会
っ
た
と

き
、
正
し
い
判
断
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。
例
え
ば
、
抵
抗
力
や
体
力
が
な
い
人

は
風
邪
を
ひ
き
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
人
権
意
識
と
科
学
的
認
識
」
が
、
人
権

問
題
に
対
し
て
の
抵
抗
力
や
体
力
と
し
て

必
要
な
の
で
す
。

自
分
自
身
の
人
権
意
識
を

高
め
る
た
め
に

　
部
落
問
題
の
研
修
や
学
習
は
、
６
割
以

上
の
人
が
肯
定
的
で
し
た
。
60
歳
代
以
上

が
約
３
割
、
30
〜
50
歳
代
が
約
７
割
、
20

歳
代
が
約
８
割
以
上
の
肯
定
的
な
回
答
で
、

「
部
落
問
題
学
習
」
の
必
要
性
が
認
知
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

西条市では、誰もが住みよいまちを目指して活動を行っています
人権ホットメール 各種講座開催など
　毎月10日は人権を考える日。
さまざまな人権問題について、
歴史や考え方など、
「人権ホットメー
ル」でお知らせし
ています。

　人権問題に対する理解と認
識を深め、行動できる人づく
りのため、毎年さ
まざまな教育講座
や養成講座を開催
しています。

詳細は▼

障害者差別解消法
（平成28年４月１日施行）

部落差別解消推進法
（平成28年12月16日施行）

ヘイトスピーチ解消法
（平成28年６月３日施行）

　全ての国民が、障がいの有無
によって分け隔てることなく、
相互に人格と個性を尊重し合い
ながら共生する社会の実現を目
指す法律。

　現在もなお部落差別が存在し、
情報化の進展に伴い状況に変化
が生じていることを踏まえた上
で、部落差別のない社会の実現
を目指す法律。

　日本に住む日本以外の出身者
や子孫に対する差別意識を助長
・誘発し、地域社会などから排
斥することを扇動するような言
動の解消を目指す法律。

差別を解消するための三つの法律

詳細は▼
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